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モンテーニュ Montaigne,Michel de 1533～1592 
 
フランスの思想家、政治家。 

フランス西南部のボルドーに近いモンテーニュ(モンターニュともいう)の城館に生まれる。先祖はエー

ケム姓を名乗り、曾祖父ラモンの代にモンテーニュの城館を領地ごと買い取った貴族であった。父ピエ

ールは教養人でありながら、ボルドー市長にもなった人物である。貴族の慣習から里子に出された彼は、

５歳ごろ城に戻って教育を受けた。ボルドー大学、トゥールーズ大学では法律、哲学などを学び、21 歳

で御用金裁判所の裁判官になり、３年後ボルドー高等法院に移って、16 年間を司法・立法・行政におけ

る国王を代表する機関で働いた。この間に彼は､生涯の友であり教養と人格を備えた人文学者ラ・ボエ

シーの知遇を得、また結婚もしている。父親の遺産を相続した 37 歳のとき、裁官職を友人に譲り、領

地モンテーニュに隠退した。 

彼は 39 歳から 47 歳にかけて『エセー』を執筆し、２巻本を 1580 年にボルドーで出版した。その後

イタリアなどを回る約１年半の大旅行に出るも、途中の 1581 年、ボルドー市長に選ばれ帰国した。当

時のボルドーは宗教戦争の渦中にあり、新教、旧教の勢力が拮抗していたが、国王の名代として公正無

私の人柄と率直誠実な行動で両派の調停役を務めた。1585 年に市長を辞し、翌年から『エセー』の執筆

を再開する。1592 年モンテーニュの城において 59 歳で生涯を閉じた。 
 
 

Great Books 20  エセー(Essais) 
 
モンテーニュの生前、1580 年に第１巻(57 章)及び第２巻(37 章)が、1588 年に加筆した第１－２巻と

併せて第３巻(13 章)が出版された。モンテーニュは亡くなるまで 1588 年版の余白に削除・訂正・補加

をおこない、これが「ボルドー本」といわれる現在の『エセー』の基本テクストとなっており、この手

択本はボルドー市立図書館に所蔵されている。 

書名となっている「エセー」はフランス語の essayer(エセイエ)から来ており、試みる、吟味すると

いう意味である。これをモンテーニュ自身は「わたしがおこなっている自分の判断力のためし(エセー)

についても、わたしはあらゆる種類の機会を利用する。それがわたしにすこしもわからない問題の場合、

それにたいしてもわたしは、だいぶ遠くから瀬にさぐりを入れ、判断力をためしにかける(エセイエ)。」

(第１巻 50 章)と記述している。モンテーニュは、判断力という人間精神の能力を実際に働かせること

が重要であると考え、「エセ－」とは日常生活で生起するさまざまな事柄や書物や思想について、自分

の判断力を駆使して意見を述べることであるとした。つまり本書は、慣行に依存した先入観や常套的論

理を排し、自分にとって明白、確実と思われるものを吟味した、彼自身の判断と生活の試み、吟味の記

録といえるのである。 

本書には古代ギリシア・ローマの多くの思想家や文人の著作からの引用が満ちあふれている。それは

モンテーニュ自身の精神の多様性である。執筆を始めたときの彼はストア派に興味を示し、セネカへの

言及とストイシズムの体現者として小カトーを賛美したが、その後『対比列伝』にあるユリウス・カエ

サルなどに興味を移して、最後にはソクラテスが人間の達しうる最高の段階だと考えた。このようにモ

ンテーニュは古代の思想家を考察したが、彼の考察の中心にあるのは、常に進化発展を遂げた自己認識

であって、ソクラテスの考えに従うことではなかった。 

モンテーニュはフランス精神に特有な柔軟で多様な人間観察の視点を有しており、彼のこうした姿勢

はモラリストの伝統の端緒をなすとともに、16 世紀から 17 世紀のデカルトやパスカルに連なるフラン

ス哲学思想が展開していく上で重要な土壌を形成したのである。 

 
 
Key Phrase  たしかに、人間というものは、驚くほど空虚な、多様な、変動する存在だ 

原文は Certes，c'est un subject merveilleusement vain，divers，et ondoyant que l'homme.である。(第
１巻第１章「さまざまの方法でひとは同じ結果に到達する」) 

自己を通して人間を探究しようとしたモンテーニュの、人間に対する基本的認識を示したものである。『エ

セー』の魅力とは、「人間とは何か」ということについて、どのような推論・論証を展開し、それに基づいて

どのような命題・概念をつくりあげ、最終的な思考や断定に至るのか、その思考の過程を仔細に点検するこ
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とであるが、このフレーズはその原点に位置するものである。 
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